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自己 外部
1 131
133
134

70
71
72

地域の人々と多く交流を持つ。 運営推進会議の開催

平成18年10
月の推進会
議開催後よ
り

2か月に一度の運営推進会議を通して、地域
と交流を持てるよう努力する。

2 66
90
30

41
51
24

利用者一人ひとり、本人にあった役割、楽し
みを発見し、外出の機会など多く持つ。

ミーティングの開催
平成18年9月
より

利用者一人ひとり、行えることを職員で話し合
い、利用者の希望ペースにあわせ行えるよう
に努める。

3 101
104

55
57 成年後見制度等の活用を行えるようにす

る。
勉強会を開催

平成18年9月
より

職員代表が県や市町が開催する研修会に参
加し、そこで学んだことをホーム内の勉強会で
他の職員が学べるように努める。

改善策 5 4
利用者家族にも解りやすい運営理念を作
成。

職員で相談し、利用者、家族にも分かりや
すい運営理念を作成

平成18年9月
より

分かりやすい運営理念にしたことで、利用者、
家族はもちろん、職員も理念をしっかり理解し
理念に沿う支援を行えるように心がける。
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